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1.条例制定の背景
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【市長公約】

• 重要課題（喫緊の課題）への責任ある対応

• 少子化対策

• 最も重要なことは島の未来を担う子どもたちの健やかな成長

【子育て応援宣言】

• こどもたちが健やかに成長することは市民みんなの願い

• 安心してこどもを産み育てることのできる環境をつくり

• こどもの健やかな育ちと子育て世代を地域で支えていくことは市民の使命

• 未来を担うこどもたちが将来にわたって宮古島市に住み続けたいと思える

• 日本一子育てのしやすい島を目指す



2.条例案策定の基本的な考え方
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こどもの健やかな育ち

こどもの権利

親のウェルビーイング
（豊かな子育て）

社会の支え

【宮古島市子どもの権利と子育て支援に関する条例（仮称）の３つの柱】

▶全てのこどものウェルビーイング（こどもの権利・健やかな育ち）

▶全ての親のウェルビーイング（豊かな子育て）

▶こどもと子育てを社会全体で支える仕組み（自己責任論から脱却）

循環



3.令和８年度推進体制図
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こどもまんなか
市民会議

こどもまんなか
専門家会議

宮古島市子育て支援課
宮古島市子どもの権利と子育て支援に関する条例（仮称）策定事務局

子ども・子育て
会議 ・24人（こども16人・おとな8人）

・月2回開催（計10回）
・こども会議/おとな会議

・5人
・政策法務/教育/福祉など
・年4回程度

インプット

助言意見 論点整理・資料提供

シンポジウム
広報みやこじま・公式LINE等

意見箱・アンケート
アウトリーチ・オープンハウス型意見交換・パブリックコメント

広報 意見収集

連携 連携

子ども・子育て
政策推進本部

子ども・子育て
政策推進本部
作業部会

・意志決定機関
・市長/副市長/教育長/全部局長

・全部局関係課長

子ども・子育て
担当者連携会議

・関係課コアメンバー会議
・局内3課/生活福祉課/障がい福祉課/

学校教育課/生涯学習振興課

市民会議日程（予定）
・7月26日
・8月9日
・8月16日
・9月13日
・9月20日

・11月8日
・11月22日
・12月6日
・1月31日
・2月14日







4.事務連絡
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⚫ 会議の時間帯：全て日曜日を予定
➢ こども・おとな合同会議 10:00～12:00
➢ こども会議 10:00～12:00
➢ おとな会議 14:00～16:00

⚫ 連絡手段：LINEオープンチャット
➢ 登録者間の個別のやり取りはできない仕組みになっています。
➢ スマホをもっていないこども委員は保護者に入っていただきます。
➢ ニックネームはどなたかが分かるように名前（所属）でお願いします。

例：宮古太郎（宮高2年） 宮古花子（大人）

⚫ サポートスタッフの配置
➢ 各委員をサポートする事務局スタッフを配置します。
➢ 感想や気になることなど、会議では言いづらいことなどは、サポートスタッフが個別

にお話を伺います。
➢ 初回の会議の際に、スタッフがあいさつさせて頂きながら、関係構築できたらと思い

ます。

https://line.me/ti/g2/a0x3udh63mSbz4Foyq6Lm
9jVbfm0iYxxRYjYSQ?utm_source=invitation&utm
_medium=link_copy&utm_campaign=default

https://line.me/ti/g2/a0x3udh63mSbz4Foyq6Lm9jVbfm0iYxxRYjYSQ?utm_source=invitation&utm_medium=link_copy&utm_campaign=default


4.事務連絡
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⚫ 謝金
➢ おとな委員 3,000円×2h＝6,000円/回（源泉徴収後5,387円）

➢ 当日現金お渡し（事務局：(株)シグマより）
➢ こども委員 1回につき3,000円分の図書カード（341円源泉徴収後）

※謝金については、市民・こどもとして、独自の視点や経験に基づく知見を
提供していただくことに対する謝礼です。
子どもの意見も大人の意見も対等であることが大前提ですが、各家庭に
おける教育や所得管理等に影響が生じる等の現実的な問題が想定される
ことから、上記金額となっておりますことをご理解くださいますよう
お願い致します。

⚫ 交通費
➢ 公共交通を利用される場合に実費負担いたします。
➢ また会議参加のための移動手段に困難がともなう場合は、

必要な対応を検討しますので、個別にご連絡ください。




